
熊本大学教育学部紀要，自然科学
第55号，１５－１８，２００６

熊本県沿岸域の巻貝における環境ホルモンの影響評価（第３報）
－環境教育の教材として用いるイボニシの採取時期について－
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WehavepreviouslyreportedthatthepracticeusingrockshellsisusefUlfOrenvironmentaleducation・In

thispractice,theprecisedistinctionofthesexofrockshellsisveryilnportant・However,ourprecedingstudy

demonstratedthattherearemanyrockshellsthataredifficulttodetenninethesex・ThepuIposeofthepresent

studywastoobtaininfOnnationaboutasuitableperiodfOrcollectionoffemalerockshellsinhabitingin

Kumamotoharbor,byexaminingthematurityoftheirovary、Asaresult,thematurityoftheovaryinfemale

rockshellswasobservedduringperiodsfrombeginningofＪｕｎｅｔｏｔｈｅｅｎｄｏｆＡｕｇｕｓｔ、Inadditionsince

imposexinfemalerockshellsinhabitingintheKumamotocoastalwaterswasnotfOund,itislikelythatthe

contaminationoforganotincompoundsisimproved
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ない．そこで,2003年６月に熊本市内の中学校の協力

を得てイポニシの生殖異常を調べる実習を行い，その

環境教育教材としての有用性を検討した．その結果，

大部分の生徒が実習内容に強い興味を示し，環境学習

の継続を希望した3)．さらに，化学物質による海洋汚

染を身近な問題として認識し，自然保護の意識が高

まった様子が見られたことから，イポニシが環境教育

を行う上で有用な教材であることがわかった．

一方,2004年および2005年にイポニシの生殖異常に

ついて追跡調査を行った際，試料採取の時期に関する

新たな問題が生じた．これまでイポニシの採取は，雌

の生殖腺の色が鮮やかな黄色になり，明瞭な性差が確

認できる６～７月に行ってきた．ところが,2005年に

三池港や観音岬で採取した大部分のイポニシには黄色

の生殖腺が認められず，雌雄判別の困難ざからインポ

セックスの確認ができなかったい．この理由として，

何らかの環境要因によりイポニシの生殖時期が例年に

比べ前後にずれたことが考えられた．

学校現場の教員がイポニシを教材にした環境教育を

はじめに

環境汚染物質の一つである有機スズ化合物は，イポ

ニシなどの巻貝に作用して，インポセックスと呼ばれ

る生殖異常を引き起こすことが知られている')．日本

沿岸の巻貝を対象に行った過去の調査では，多くの地

点でインポセックスを発症した個体が観察され，その

深刻な汚染影響が報告されている')．2001年に熊本県

沿岸においても同様の調査が行われた結果，港湾周辺

の巻貝を中心に高い頻度で生殖異常が観察きれた2)．

有機スズ化合物（トリブチルスズ）の使用が禁止きれ

て１０年以上経過したにもかかわらず，巻貝に深刻な

汚染影響が確認きれたことは，本物質が水圏環境中で

分解きれ難いことや，船底塗料などで過去に使用され

たものが未だに海洋へ流入している可能性を示してい

る．

イポニシのインポセックスを調べる実験は，試料採

取が容易なことや，異常が肉眼で観察できることに加

え，その実施には高度な技術や特殊な器具を必要とし
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行うには，試料採取時の留意点やインポセックスの現

状および経年変化に関する最新情報が必要である．特

に，イポニシを採取する場所と時期の決定は，実習の

成否に直結する重要事項である．

そこで本研究は，イポニシの採取に適した時期を把

握する目的で，サンプリング場所を熊本港に絞り，雌

の卵巣の成熟度合いを経時的に調ぺた．さらに，熊本

県沿岸およびその周辺域における本巻貝の生殖異常に

ついて継続調査を行った．

結果と考察

本年５月から９月にかけて熊本港で採取した雌のイ

ポニシについて，総数に占める成熟雌の割合を調査日

ごとに示した（図２)．調査を開始した５月２日では，

全ての試料において卵巣の成熟は全く認められなかっ

たが，２週間後の１６日には成熟雌の割合が24％に増

加した．さらに２週間後の５月３０日には９３％の雌が

成熟を示し,６月１２日の段階ではすべての雌が性成熟

に達していることがわかった．雌の高い成熟率は８月

末まで認められたが，９月中旬においてその割合は顕

著に減少し，９月末では成熟雌は僅かであった．また，

９月に採取した試料には，生殖腺の黄色が薄く小さく

変化する様子も見られた．

以上の結果から，熊本港のイボニシを教材として利

用する場合には,６月上旬から８月下旬が試料採取期間

として適切であると考えられた．

実験方法

l）イポニシの採取時期の検討

2006年５月から９月にかけて，熊本港において約２

週間おきにそれぞれ２０～３０個体のイポニシを採取し

た．試料間のサイズにバラツキが生じないよう，殻高

が３０ｍｍ前後のものを選んで採取し，実験に用いる

まで－２０℃で保存した．試料は，殻高，殻幅および

重量を測定後，プライヤーを用いて殻を破壊した．生

殖腺の色が鮮やかな黄色の個体を雌と判定し，その結

果を雌の総数に占める成熟雌の割合で表記した．

2）環境ホルモンの影響調査

2006年６月６日に熊本県沿岸の４地点（熊本港，住

吉海岸，三角港および水俣港）と,６月９日に福岡県大

牟田市の三池港よりそれぞれ40個体のイポニシを採

取した．試料の採取地点を図１に示す．試料はほぼ同

一サイズのものを採取し，実験に用いるまで－２０℃

で保存した．前述したように，生殖腺の色が鮮やかな

黄色のものを雌とし，これにペニスが観察された個体

をインポセックスと判定した．
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図２熊本港におけるイポニシ雌卵巣の

成熟率の経時変化

５月から９月にかけて採取したイポニシの各種計測

値を表ｌに示す.９月２６日に採取した雄のイポニシの

平均ペニス長は４．７ｍｍであり，それ以前に採取した

試料と比較して明らかに小さな値を示した．この理由

については明らかではないが，巻貝の繁殖時期がほぼ

終了したことで，雌の生殖腺の色が変化するのと同様

に，雄の生殖腺にも変化を生じる可能性が考えられた．

一方，殻高や重量などその他の計測値においては，採

取時期による顕著な差異は見られなかった

イポニシの生殖異常の調査は，雌雄の判別が可能な
図ｌ試料の採取地点
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表ｌ熊本港におけるイポニシの採取日，‘性別，試料数および各種計測値

性別＊試料数 殻幅

(m､）

重量

（９）

ペニス長

（m､）

鵜
、採取日

３
棚 １６．５±２．５

１６．９±１．５

3.5士0.6

3.3土０．８

１５９±３．５５月２日

４
６
１

28.2±1.8

27.4±１．９

３
旱 １６．４士１．５

１８．３±１．８

3.4士0.5

4.8士１．２

11.0±３．０５月１６日

３
７
１

２８．１±2.4

32.1士３．２

３
旱
ぶ
旱
ぶ
旱

16.7士０８

１７．６±２．０

3.9±0.6

4.6士１．５

19.6±２．８５月３０日 29.6±2.8

30.5±５２

６
４
１

16.5土0.6

17.8±１．７

3.4土０．４

４．２士１．１

２１．２±４．１６月１２日 28.2±1.0

30.0±２．２

７
３
１

16.9±1.4

18.0士１．２

3.8±０．４

４．２士0.9

22.9±３．４７月１日

４
６
１

30.0±1.4

28.5±２．１

伊
早７月１４日 １５．６±2.3

17.5士１．７

3.2士１．２

４．５±１．４

１７．８±３．８

６
４
１

27.5±3.4

30.3±２．０

伊
早
３
旱
伊
早
３
旱
伊
早

７月２４日 27.7±3.5

27.9±３．２

16.7±3.7

16.5士１．４

3.1±１．５

３．５±0.9

13.0±３．５10

10

８月７日

８
２
１

27.8±1.5

28.1±２．３

16.3±１．１

１６．５±１３

3.2±０．５

３．４土０．９

19.0±３．１

８月２６日 16.7±1.2

18.5士１．５

3.6±０８

４．９±１．１

20.1±３．７29.2±2.5

32.6士２．９

３
７

１
１

１６．５±1.7

17.7±１３

９４±６３９月１３日 1０

２０

28.5±３．１

３１３±２８

3.5士１．１

４．４±１．２

９月２６日 30.7±2.8

30.6±２．９

１７．１士1.7

17.7±２０

4.1士1.2

4.0土１．２

７
３

１
１

4.7±１．５

＊３はオス様個体を示す

表２イポニシの採取地点，性別，試料数および各種計測値

採取地点性別＊試料数

量
囚
重
Ｉ ペニス長

（ｍ、）

縮
刷 殻幅

(m､）

３
早
楜

１４１±２．６

１４０±２．５

１２．８士１．２

2.5±１．３

２３±０．６

１．７±0.5

１５３±１．９三池港 24.3±4.0

22.8±２．２

21.0±２．５

５
４
１
３

熊本港 2.2±０．６

２．７±0.7

１７．６±４．３

３
旱

23.5±2.4

25.5±２．２

１４．６±1.0

160±１．７

2３

１７

3.5±0.7

3.6±０．８

３．１±1.0

住吉海岸

伊
早
棚

28.2±3.5

28.6±2.4

26.9±５．６

１６．３±２．１

１６．５±１．８

１５．５±３３

１６．２±４．８

４
０
６

１
２

３
旱

2.0±03

2.5±０．７

１４１±０．７

１５．６士２．４

22.1±0.7

24.2±2.0

三角港 １６．５±３３８

３２

１６３±２２

１７．１土１．３

１９．７士２．９

3.5±１．２

３．６±0.8

4.0±０．７

水俣港 274±３３

２８．２士２４

３０．５±２．９

199±３．６1７

２１

２

３
早
楜

＊３はオス様個体を示す
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時期に行う必要がある．そこで熊本港のイポニシの性

成熟が確認きれた６月上旬に，熊本港に加えて三角港，

住吉海岸，水俣港および三池港より試料を採集し，雌

雄の判別を試みた．その結果，熊本港と同様に三角港

より採取したイポニシは，すべて雌雄判別が可能で

あったが，三池港より採取したイポニシでは４０個体

中３１個体（78％）で雌雄の判別が困難であった．こ

れらは，雌の特徴である黄色の生殖腺が確認できず，

ペニスがないか，あるいはそれが認められても短いも

のが大部分を占めた．このような性別不明の個体は，

僅かではあるが住吉海岸および水俣港においても観察

された．これは，イポニシを採取した時点において雌

の卵巣が十分に成熟しておらず，生殖腺の色が黄色に

なる前の未成熟段階であったか，あるいはすでに産卵

が終了していた可能性が考えられる．しかし，三池港

においてイポニシを採取する際，その周辺に卵は見当

たらなかったことから，後者の可能性は低いと思われ

る．昨年の調査においても，三池港で採取した全ての

試料（33個体）が雌雄の判別が不可能であったい．な

ぜ三池港において雌雄判別が困難なイボニシが数多く

見られたのか，その理由は現段階では不明である．た

だし，三池港は環有明海で大型船舶の出入りが最も多

い港の一つであり，ZOO1年の調査ではインポセツクス

の出現率が高く，巻貝に残留するトリブチルスズ濃度

も高値であった2)．したがって，三池港は汚染調査を

実施するフィールドとしての価値は高く，今後は三池

港周辺のイポニシを対象に雌の性成熟時期を調査する

必要がある．

以上のように，６月上旬に採取したイポニシは，三

池港以外の地点では雌雄の判別が可能であることがわ

かった．これは，熊本港で実施した試料採取時期の検

討結果が，他地点においても参考になり得ることを示

しており，来年度以降に調査を行う際の有用な知見に

なると思われる．

昨年の調査結果では，水俣港，三角港および熊本港

における巻貝のインポセックス出現率は，それぞれ

8496,32％および6.7％であった4)．しかし今年の調査

結果では，これらの全ての地点においてインポセック

スの個体は観察されなかった．我々は，2001年から

2004年にかけて，熊本港および三角港のインポセツ

クス出現率は顕著な減少を示し，有機スズ化合物によ

る有明海の汚染が次第に収束する様子が見られること

を報告したがい，今年の調査結果からその傾向がさら

に強まっている可能性が考えられた．ただし，有機ス

ズ化合物は底泥に吸着しやすいことが知られており，

九州北部においては現在でも修船所がある漁港の底質

から極めて高濃度のトリブチルスズが検出きれてい

る5１．台風や豪雨などの大規模な環境変化により海底

が攪拝され，粒子に吸着した有機スズ化合物が海水中

に再溶出し，巻貝に作用することも予想され，今後も

経時的なモニタリング調査を継続する必要がある．

まとめ

2006年５月から９月の間，約２週間おきに熊本港よ

りイポニシを採取し，雌の成熟時期に関する調査を

行った．その結果,６月初旬から８月下旬に採取した雌

のイポニシの生殖腺はいずれも鮮やかな黄色を示し，

雌雄の判別が容易であることがわかった．本知見は，

学校現場の教員がイポニシを教材にした環境教育を行

う際の有用な情報になると思われる．

さらに,６月初旬に熊本県沿岸の４地点と福岡県の有

明海沿岸の１地点よりイポニシの採取を行い，有機ス

ズ化合物による生殖異常に関する調査を行った．その

結果，昨年まで港周辺より採取した本巻貝に観察され

た生殖異常（インポセックス）が今回の調査では認め

られず，有機スズ化合物による汚染が収束している様

子が見られた．ただし，底泥には比較的高濃度の有機

スズ化合物が残留し，自然災害などで海水中に再溶出

して巻貝に作用することも考えられ，今後も経時的な

モニタリング調査を継続する必要がある．
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